
搦
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
上
）

　
　
　
　
　
…
威
情
的
主
観
性
と
想
像
カ
ー
ー

吉
　
田
　
忠
　
勝

　
　
序
・
感
惰
的
主
観
性

　
　
　
浪
漫
的
な
る
も
の
は
、
い
わ
ば
そ
こ
は
か
と
な
き
一
種
の
氣
分
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
浪
漫
主
義
と
は
、
そ
の
様
な
も
の
を
標
榜
す

　
　
る
ま
こ
と
に
複
雑
な
る
概
念
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
把
捉
し
難
い
雲
煙
の
如
き
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
十
八
世
紀
末
よ
り
十
九

　
　
世
紀
初
頭
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
こ
の
一
つ
の
時
代
思
潮
が
、
他
の
そ
れ
と
異
な
る
猫
撫
の
生
濡
態
度
を
形
成
し
た
こ
と
は
、
否
み
得
な

　
　
い
事
實
で
あ
り
、
そ
の
生
活
原
理
を
探
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
成
程
浪
漫
主
義
の
萌
芽
は
、
す
で
に
古
典
主
義
の
中
に
胚
胎
し
て
い
た
。
即
ち
、
F
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
近
代
詩
の
濁
自
の
形
式
と
し

　
　
て
ロ
マ
ー
ン
拶
。
息
急
p
を
考
察
し
た
際
、
そ
の
最
も
ロ
マ
ー
ン
的
δ
ヨ
ρ
馨
貯
。
げ
な
る
も
の
を
見
出
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
ヴ
ィ
ル

　
　
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
テ
ル
』
に
於
い
て
で
あ
っ
た
し
、
シ
ラ
ー
の
詩
と
戯
曲
も
、
そ
の
自
由
性
と
反
逆
性
と
に
よ
っ
て
、
浪
漫
主
義
蓮
動
に

　
　
強
い
刺
戦
を
輿
え
た
。
更
に
シ
ラ
～
の
「
遊
戯
Q
っ
営
。
ご
（
。
。
魯
同
浮
二
〇
び
2
象
。
皿
。
。
簿
。
榊
陣
の
畠
。
響
N
剛
畠
§
σ
q
9
竃
。
塁
。
冨
昌
二
U
．
要
）
思
想
は
、

　
　
異
な
っ
た
解
繹
の
下
に
せ
よ
、
浪
漫
的
生
活
の
競
り
所
と
な
り
、
ま
た
彼
の
「
情
感
的
。
・
①
⇔
ぼ
営
。
馨
巴
騎
。
げ
」
（
◎
。
魯
㎞
濠
コ
α
σ
黛
§
讐
0
9

鵬　
　
　
　
　
　
濁
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
三



　
　
　
　
　
　
折
皿
學
研
究
　
　
第
瞬
百
六
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
四
四

84
5
　
。
・
窪
鼠
旨
。
糞
p
房
。
竃
蒙
。
難
き
嘩
）
な
る
概
念
も
、
失
わ
れ
た
調
和
へ
の
憧
憬
た
る
意
味
に
於
い
て
、
す
で
に
浪
漫
主
義
を
ば
骨
導
す
る
も
の
で

　
　
あ
っ
た
。
或
い
は
、
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
が
ヒ
ュ
ペ
…
リ
オ
ン
の
憬
れ
る
女
姓
と
し
て
、
岡
様
に
F
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
カ
ロ
リ
ー
ネ
を
モ

　
　
デ
ル
と
し
て
、
と
も
に
ギ
リ
シ
ャ
的
容
姿
の
典
型
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
を
描
く
と
こ
ろ
に
も
、
明
か
に
浪
漫
主
義
者
の
古
典
主
義
的
性
格
が

　
　
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
だ
そ
の
故
を
以
っ
て
、
浪
漫
主
義
を
古
典
主
義
の
得
な
る
展
麗
部
分
と
解
覚
す
る
（
≦
嚢
。
図
酔
窪
G
。
驚
”
穿
吋
ゼ

　
　
O
。
§
塁
8
ヨ
効
暮
§
。
・
鑓
し
こ
と
は
、
も
と
よ
り
許
さ
る
べ
く
も
あ
る
ま
い
。
『
マ
イ
ス
テ
ル
』
を
殊
の
ほ
か
愛
好
し
た
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
も
、

　
　
次
第
に
そ
れ
を
彫
塑
と
節
度
と
限
界
と
を
屠
指
す
非
浪
漫
的
な
る
も
の
と
し
て
非
難
し
、
や
が
て
「
詩
の
融
化
し
と
し
て
の
『
オ
フ
テ
ル

　
　
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
を
ば
、
も
の
す
る
に
至
っ
た
。
事
賢
『
マ
イ
ス
テ
ル
』
に
は
、
浪
漫
主
義
に
み
ら
れ
る
如
き
、
病
的
な
白
い
陰
は
認
め
ら

　
　
れ
な
い
。
古
典
主
義
的
入
間
が
、
人
間
自
身
を
萬
物
の
基
準
と
み
な
し
、
一
瞬
の
現
在
に
永
遽
の
法
麟
を
追
求
し
た
に
封
し
て
、
浪
漫
主

　
　
義
的
人
間
は
、
農
己
を
超
え
る
無
限
的
な
る
も
の
へ
の
奉
仕
に
献
身
し
、
法
則
な
き
不
噺
の
生
成
の
中
に
、
自
在
性
と
猫
劇
性
と
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ン
　
プ

　
　
て
止
ま
な
か
っ
た
。
古
典
主
義
が
模
倣
的
規
範
的
な
「
鏡
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
浪
漫
主
義
は
自
由
創
造
的
な
「
燈
火
」
（
罎
．
謁
．
》
び
冨
ヨ
ω
”

　
　
飛
躍
鼠
塁
。
罵
§
鳥
夢
。
冨
響
唱
…
拶
。
ヨ
き
辞
警
8
蔓
欝
夢
。
6
二
陣
。
巴
樗
銭
㌶
。
⇔
．
）
で
あ
り
、
　
ニ
カ
が
安
静
と
調
和
の
中
に
停
む
な
ら
ば
、
他
方

　
　
は
不
安
と
憧
慷
の
中
に
揺
ら
ぎ
績
け
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
浪
漫
主
義
は
、
本
質
的
に
は
あ
く
ま
で
、
古
典
主
義
と
異
な
る
も
の
と
い
わ

　
　
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
面
ま
た
、
啓
蒙
主
義
が
奮
來
の
因
襲
を
無
競
す
る
黙
に
一
つ
の
特
徴
を
有
す
る
な
ら
ば
、
同
様
に
世
俗
や
傳
統
へ
の

　
　
反
抗
的
態
度
に
於
い
て
、
浪
漫
主
義
が
所
謂
「
啓
蒙
主
義
の
子
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
、
強
ち
不
當
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
爾

　
　
者
の
差
異
は
、
前
者
が
悟
樵
萬
能
の
客
擬
性
の
立
場
で
あ
る
に
封
し
、
後
老
が
感
情
性
に
基
づ
く
一
種
の
主
観
主
義
た
る
黙
に
存
す
る
。

　
　
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
や
「
ペ
ン
テ
ジ
レ
ー
ア
」
や
「
オ
フ
テ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
」
を
駆
り
立
て
た
も
の
は
、
無
二
的
な
愛
と
憧
憬
の
旋
律

　
　
で
あ
り
、
浪
漫
主
義
の
最
初
の
理
論
的
支
柱
は
、
個
人
的
な
る
も
の
と
し
て
解
慨
し
直
さ
れ
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
自
我
」
で
あ
っ
た
。
そ
の

　
　
意
味
に
於
い
て
浪
漫
主
義
は
、
む
し
ろ
同
じ
く
反
啓
蒙
主
義
的
主
観
主
義
た
る
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
に
、
最
も
近
い
も

　
　
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
啓
蒙
的
主
知
主
義
に
封
ず
る
非
合
理
的
感
情
主
義
の
蓮
動
は
、
ル
ソ
ー
と
ヘ
ル
ダ
ー
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン



　
　
ト
・
ド
ラ
ン
グ
を
経
、
古
典
主
義
を
跳
び
越
え
て
、
浪
漫
主
義
に
よ
っ
て
纏
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
浪
漫
主
義
は
、
颪
ち
に
シ

　
　
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
と
岡
一
で
は
な
い
。
爾
者
の
問
に
は
、
何
ら
か
の
決
定
的
相
違
黙
が
観
取
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
い
ま
、

　
　
コ
ル
フ
（
薩
。
為
”
嵩
鶴
ヨ
麟
凱
ω
B
霧
嚢
子
。
一
琴
纂
誉
）
と
と
も
に
、
啓
蒙
主
義
を
悟
性
中
心
の
客
房
主
義
、
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ

　
　
ン
グ
を
創
造
的
天
才
的
力
。
。
o
ぽ
即
言
⇔
価
①
σ
q
o
凱
巴
。
頻
鎚
跨
中
心
の
無
点
耳
的
主
観
主
義
、
そ
し
て
濁
逸
古
典
主
義
を
形
成
的
倫
理
的

　
　
力
び
先
番
。
燐
鳥
o
G
。
葺
ぎ
甥
。
端
野
h
轡
中
心
の
新
し
い
客
観
主
義
と
し
て
把
握
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
次
ぐ
濁
逸
浪
漫
主
義
は
、
果
し
て
如
何

　
　
な
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
全
貌
を
軍
な
る
幾
つ
か
の
類
型
的
概
念
を
以
っ
て
把
握
せ
ん
と

　
　
す
る
こ
と
は
、
無
諜
且
つ
騰
勢
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
問
題
を
主
と
し
て
初
期
上
例
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
に
限
り
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

　
　
と
シ
ェ
リ
ン
グ
と
を
縫
っ
て
、
注
目
す
べ
き
二
三
の
烈
の
考
察
を
試
み
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
人
間
は
夢
み
る
時
は
紳
で
あ
り
、
考
え
る
時
は
乞
食
で
あ
る
。
」
（
麟
α
疑
。
覇
『
鶏
壱
鼠
呂
璽
）
意
識
下
の
世
界
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
（
O
．

　
　
頃
・
〈
・
。
Q
。
冨
び
。
葺
身
ヨ
げ
。
麟
犀
邸
2
日
毒
β
ヨ
。
・
．
）
の
影
響
下
に
、
浪
漫
派
の
殆
ん
ど
す
べ
て
の
作
家
に
よ
っ
て
注
文
さ
れ
た
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

　
　
の
『
青
い
花
』
や
ク
ラ
イ
ス
ト
の
昔
作
鹸
（
〆
餌
昏
。
冨
渇
く
o
p
麟
。
嵩
げ
鴇
○
昌
昌
・
℃
ユ
欝
頃
ユ
。
簿
臨
。
げ
く
O
ゆ
属
○
ヨ
ぴ
母
瞬
な
ど
）
に
は
、
夢
遊
病
現
象
が

　
　
取
り
上
げ
ら
れ
、
ホ
フ
マ
ン
は
、
寓
實
的
手
法
の
中
に
忽
焉
と
意
識
下
の
世
界
を
現
出
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夢
と
現
實
と
の
境
界

　
　
を
縫
う
特
殊
な
境
地
の
開
拓
に
異
彩
を
放
つ
た
。
ま
た
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
は
、
藝
術
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
夢
の
中
に
見
出
し
、
夢

　
　
に
於
け
る
諸
形
象
の
恣
意
的
流
れ
が
、
そ
れ
に
反
抗
す
る
沈
思
切
。
。
。
o
⇔
⇔
o
添
ぴ
⑰
営
の
作
用
を
通
し
て
、
秩
序
正
し
い
關
係
に
整
理
固
定
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ル
ヘ
ン

　
　
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
藝
術
作
晶
の
成
立
を
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
意
識
下
の
蕩
尽
へ
の
關
心
は
、
好
ん
で
童
話
と
い
う
表
現

　
　
形
式
を
探
っ
た
。
　
「
我
々
が
自
ら
を
量
る
妖
精
の
世
界
の
中
に
見
鵠
さ
な
い
の
は
、
我
々
の
器
嘗
と
自
己
接
燭
と
の
無
力
に
よ
る
に
す
ぎ

　
　
な
い
。
一
切
の
直
話
は
、
弓
庭
に
も
あ
っ
て
何
慮
に
も
な
い
、
あ
の
故
郷
の
世
界
の
夢
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
（
窯
。
〈
蟄
。
。
”
団
鑓
σ
q
ヨ
窪
鐸
）
ノ

　
　
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
考
え
た
颪
の
童
話
の
精
紳
は
、
『
マ
イ
ス
テ
ル
』
の
散
文
性
に
嫁
す
る
、
『
オ
フ
テ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
の
夢
幻
性
と
無
心
束

　
　
性
に
於
い
て
観
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
様
な
夢
や
童
話
の
璽
続
に
よ
っ
て
、
浪
漫
主
義
は
何
を
追
求
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
か
。
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四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ぬ
ナ
イ
ム
ン
グ

　
「
童
話
の
中
に
、
私
は
最
も
よ
く
私
の
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
O
o
鑓
舞
の
律
　
調
を
表
現
し
得
る
と
信
じ
て
い
る
」
（
累
。
く
毘
・
・
”
箏
お
欝
。
韓
。
・
）
、
或

は
「
詩
は
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
を
刺
戟
す
る
術
Q
o
影
簿
器
議
。
σ
鳥
餌
羅
σ
q
・
・
ざ
奮
轡
で
あ
る
」
（
o
で
・
9
r
）
な
ど
の
書
説
よ
り
し
て
、
浪
漫
主
義
藝
術
に

於
け
る
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
の
役
割
は
、
ほ
ぼ
推
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
感
情
が
一
切
で
あ
る
隔
（
（
軍
O
O
酔
げ
O
”
　
幣
鶴
露
o
Q
紳
。
）
と
い
い
、
竪
琴
弾
き
や

ミ
ニ
ヨ
ン
に
漂
う
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
の
故
に
、
浪
漫
主
義
者
か
ら
も
優
れ
た
詩
人
と
厨
さ
れ
て
い
た
ゲ
ー
テ
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
「
シ
ュ
テ

ル
ン
バ
ル
ト
に
か
ぶ
れ
る
こ
と
q
Q
3
ヨ
ぴ
気
象
窪
。
鋒
」
を
極
力
非
難
し
た
の
は
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
デ
ル
や
テ
ィ
…
ク
が
霞
寸
描
罵
に
際
し

て
す
ら
も
、
自
然
に
封
ず
る
主
人
公
の
惰
緒
や
氣
分
の
描
出
に
徹
し
た
、
徴
り
に
も
強
い
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
逡
求
の
態
度
の
故
で
あ
っ
た
。
ま

た
浪
漫
主
義
藝
術
に
於
い
て
特
に
音
樂
が
璽
硯
さ
れ
た
所
以
も
、
音
樂
が
全
藝
術
中
最
も
心
情
的
な
る
黙
に
あ
り
、
浪
漫
主
音
樂
は
、
感

情
の
深
い
餓
韻
と
夢
幻
に
誘
う
憧
憬
と
に
よ
っ
て
、
熟
畑
史
上
一
大
隆
盛
期
を
劃
し
て
い
る
。
か
く
て
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
は
、
あ
ら
ゆ
る
浪
漫

主
義
藝
術
の
最
奥
の
本
質
を
成
す
と
同
時
に
、
「
全
精
紳
力
の
調
和
一
全
難
の
岡
一
調
子
と
調
禰
的
遊
動
」
（
裳
。
〈
熟
望
孚
お
ヨ
窪
登
）
と

し
て
、
人
間
精
紳
の
中
心
で
あ
り
、
　
「
我
々
の
ゲ
ミ
ュ
…
ト
に
於
い
て
は
、
　
一
切
が
最
も
固
膚
な
、
最
も
快
い
、
最
も
生
動
的
な
仕
方
で

結
合
さ
れ
て
い
る
偏
（
o
や
9
酔
・
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
、
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
を
立
っ
て
宇
憲
萬
象
の
本
質
を
も
捉
え
ん
と

す
る
。
　
「
そ
れ
は
非
常
に
理
解
し
易
い
…
何
故
一
切
が
途
に
は
詩
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
。
世
界
は
、
途
に
は
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
に
な
ら

な
い
か
。
」
（
o
℃
・
9
件
．
）
こ
こ
に
至
っ
て
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
は
、
羅
な
る
個
人
的
心
情
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
宇
宙
的
な
る
「
難
」
〔
「
絶
封
的
物

質
－
脳
中
の
原
始
的
エ
レ
メ
ン
ト
ー
ー
盤
」
〕
（
o
や
。
騨
・
）
の
有
す
る
、
一
種
の
熱
演
を
意
味
す
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
「
灼
熱
の
中
に
す
べ
て
の

固
い
形
式
と
姿
と
思
想
と
を
焼
き
盤
く
す
」
（
O
．
野
き
号
ω
”
臣
。
δ
ヨ
き
鉱
。
・
。
ぎ
Q
。
。
9
8
鉱
O
o
艮
。
。
筈
㌶
翠
巌
．
Q
。
●
δ
①
）
如
き
、
烈
し
い
焔
で
あ

る
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
切
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
匂
わ
せ
、
標
溝
の
中
に
漂
わ
せ
、
幽
々
奇
怪
の
中
に
融
か
し
去
る
、
う
す
ら
憂
い
熱
氣

で
あ
る
。
個
人
的
意
識
は
、
か
か
る
宇
宙
的
ゲ
ミ
ュ
…
ト
の
「
轄
調
竃
○
鳥
巳
節
瓢
。
瓢
」
（
宏
。
く
跳
も
・
”
牢
謎
ヨ
。
摸
。
●
）
で
あ
り
、
そ
の
世
界
盤

の
響
き
に
融
入
参
叢
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
、
自
ら
も
ま
た
封
象
的
世
界
を
「
浪
漫
化
す
る
δ
琶
弩
什
薩
。
器
⇒
」
（
o
ワ
簿
●
）
こ
と
が

出
來
る
。
即
ち
「
一
毅
的
な
る
も
の
に
一
つ
の
高
い
意
義
を
、
通
俗
的
な
る
も
の
に
一
つ
の
紳
秘
に
満
ち
た
姿
を
、
知
ら
れ
た
る
も
の
に



　
　
知
ら
れ
ざ
る
も
の
の
品
位
を
、
有
畜
な
る
も
の
に
一
つ
の
無
限
的
外
観
を
輿
え
る
」
（
o
ワ
9
『
）
こ
と
が
出
所
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
魔
法
的
観
念
論
」
（
o
唱
・
9
け
・
）
を
形
成
し
た
右
の
如
き
極
度
の
感
情
性
は
、
荒
野
に
強
度
の
主
槻
主
義
を
成
立
せ
し
め
る
。
そ
れ
は
、
外

　
　
三
豊
威
へ
の
反
抗
と
し
て
現
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
深
く
は
自
己
内
世
界
へ
の
沈
潜
と
し
て
凝
集
し
た
。
古
典
主
義
が
「
外
界
へ
の

　
　
活
動
性
」
の
立
場
、
熱
雷
す
れ
ば
、
人
閣
が
世
界
を
知
る
こ
と
を
通
し
て
自
己
を
知
り
、
宇
宙
の
全
き
把
握
に
自
足
完
了
す
る
「
外
化

　
　
国
ゆ
二
二
鳶
〇
三
⇔
σ
q
」
（
屑
．
　
O
つ
酔
『
一
次
げ
“
　
岡
）
O
臨
け
も
弓
O
び
O
　
穴
一
套
9
9
0
訟
騨
　
二
●
　
労
◎
転
置
護
一
陣
犀
．
　
竃
O
欝
匂
◎
O
｝
ピ
）
の
立
場
で
あ
る
に
覚
し
、
浪
漫
主
義
は
「
内
面
へ
の
槻
照

　
　
性
」
の
立
場
、
即
ち
精
紳
が
内
的
燈
界
の
不
可
測
的
時
間
へ
と
騙
ら
れ
て
自
己
自
身
に
無
限
の
反
映
を
繰
り
返
し
、
同
時
に
そ
れ
が
自
己

　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ぐ
ン
　
ル
ン
グ

　
　
の
故
郷
へ
の
園
　
想
と
し
て
無
限
の
憧
憬
を
喚
起
す
る
如
き
、
「
内
里
国
憎
ぎ
口
。
遷
鋒
σ
q
（
図
贋
占
瓢
⇔
o
門
出
拶
σ
Q
）
」
（
。
℃
・
∩
瞠
）
の
立
場
で
あ
る
。

　
　
幾
歳
と
も
知
ら
ぬ
族
の
後
胤
に
イ
…
ジ
ス
の
女
榊
（
宇
憲
の
根
源
）
の
在
庭
を
探
り
當
て
た
若
者
が
、
お
も
む
ろ
に
そ
の
面
差
を
掲
げ
た

　
　
時
、
そ
こ
に
晃
出
し
た
も
の
は
一
「
深
い
悔
恨
と
渦
の
意
識
」
（
Q
Q
O
ぴ
一
目
O
噌
”
　
圃
）
9
0
り
　
く
O
冠
o
o
O
ぴ
一
〇
坤
O
境
目
O
　
膨
銀
甲
　
N
∬
O
Q
麟
一
白
ウ
・
）
で
は
な
く
て
一
故
輝
に
遺

　
　
せ
る
愛
人
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
リ
ュ
！
テ
で
あ
り
（
蹴
。
毒
協
同
。
・
”
臣
。
謬
穿
響
σ
q
。
鎧
。
。
跳
』
●
9
。
Z
即
ε
肖
．
）
、
或
い
は
「
綱
島
ら
」
（
Z
。
〈
熱
。
。
”
u
婆
8
ぎ
鋒
）

　
　
で
あ
っ
た
。
坑
道
口
に
掲
げ
ら
れ
た
「
汝
自
身
を
知
れ
」
の
教
示
（
裳
。
奉
翻
”
燦
。
く
。
○
ぽ
藁
ぎ
σ
q
。
謬
●
）
も
、
所
謂
無
知
の
知
と
は
逆
に
、
豊

　
　
か
な
寳
庫
と
し
て
の
内
重
壁
自
我
に
撲
り
行
か
ん
と
す
る
浪
漫
的
人
閥
の
生
活
指
針
で
あ
り
、
遍
歴
を
重
ね
て
探
し
求
め
た
「
青
い
花
」

　
　
が
、
究
極
に
於
い
て
密
己
自
身
の
心
の
樫
に
見
畠
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
自
己
認
識
の
中
に
こ
そ
世
界
認
識
が
あ
る
こ
と
の
讃
左
で
あ

　
　
つ
て
、
　
『
オ
フ
テ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
は
全
羅
と
し
て
、
畢
党
郷
愁
と
蹄
郷
と
の
詩
魂
以
外
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
ヒ
テ

　
　
の
欝
欝
の
哲
學
の
影
響
下
に
、
哲
學
も
ま
た
「
郷
愁
し
（
Z
。
〈
蝕
。
・
毫
建
σ
q
農
業
登
）
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
内
部
へ
の
沈
潜
、
内
部
へ
の
洞
察
は
、

　
　
同
時
に
登
昇
で
あ
り
、
天
へ
昇
る
行
爲
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
藁
に
外
的
な
る
も
の
を
擬
る
こ
と
で
あ
る
」
（
o
℃
・
ρ
『
）
と
考
え
ら
れ
た
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
内
面
的
葺
草
が
覇
蒋
に
外
軸
重
観
照
で
あ
り
得
る
爲
に
は
、
そ
の
自
我
は
、
聖
な
る
特
殊
的
慮
我
で
あ
っ
て
は
な
ら

　
　
な
い
。
事
實
、
浪
漫
主
義
に
説
か
れ
る
自
我
は
、
本
來
的
に
は
超
欄
人
的
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（
後
に
は
個
入
事
恣
意
的
な
る
も
の
に
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
し
ゅ
く
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
）
。
例
え
ば
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
、
「
我
々
は
全
く
我
で
な
い
。
し
か
し
我
と
な
り
得
、
ま
た
な
る
べ
き
で
あ

875　
　
　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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哲
學
研
究
　
第
四
善
六
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匹
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
」
（
o
℃
●
9
叶
．
）
と
い
い
、
「
我
々
の
所
謂
我
は
、
我
々
の
翼
の
我
で
な
く
、
唯
そ
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
」
（
。
℃
。
。
罫
）
と
語
る
場
合
の
「
我
」

は
、
明
ら
か
に
特
殊
的
個
我
と
そ
の
封
象
た
る
客
槻
的
自
然
と
を
包
括
す
る
、
い
わ
ば
絶
封
的
な
る
自
我
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
フ
ィ

ヒ
テ
の
「
絶
封
的
自
我
」
の
如
き
澗
課
せ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
固
有
の
自
然
槻
に
支
え
ら
れ
た
、
宇
宙
の
根
源
的
生
命
を
指
す
も
の
で

あ
っ
た
。
浪
漫
主
義
者
達
は
、
ブ
ル
ー
ノ
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
紳
論
を
受
け
縫
い
だ
ヘ
ル
ダ
ー
や
ゲ
ー
テ
の
慮
然
有
機
艦
設
、
或
い
は
人
生

の
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
背
後
に
あ
っ
て
こ
れ
を
包
み
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
っ
て
「
ラ
ン
ケ
の
紳
と
同
一
の
も
の
」
（
言
。
冒
8
ぼ
”
く
。
田
σ
q
寧

。
窪
昏
象
。
げ
窪
。
。
ぎ
p
詳
く
。
白
。
。
ぎ
獅
傷
巽
O
。
8
甑
。
ぽ
φ
⇔
・
）
と
も
解
さ
れ
た
シ
ラ
ー
の
自
然
概
念
（
。
a
畠
竈
。
コ
U
2
G
。
℃
§
。
お
p
一
二
）
な
ど
の
、
　
一

連
の
有
機
髄
的
自
然
観
に
影
響
さ
れ
つ
つ
、
こ
れ
を
更
に
極
度
に
ま
で
推
し
進
め
た
。
シ
エ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
あ
ら
ゆ
る
物
質
は
根
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ベ
ン
デ
イ
ツ
ヒ

的
に
は
流
動
的
で
あ
り
」
（
。
。
9
。
田
轟
”
野
宴
亀
旨
σ
Q
言
。
ぎ
。
。
・
。
。
透
。
B
創
。
『
唱
蔓
。
・
・
ε
鎌
。
曹
⑳
竃
●
ω
乱
ミ
）
生
命
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
客
観

的
自
然
と
主
観
的
講
習
と
は
、
と
も
に
根
源
的
自
然
の
所
産
と
し
て
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然
と
精
紳
と
の
こ
の
共
通
の
根

源
は
、
不
断
の
創
造
活
動
た
る
黒
馬
的
自
然
と
し
て
、
換
書
す
れ
ば
「
世
界
を
艦
系
に
ま
で
形
成
す
る
有
機
化
的
霞
σ
q
帥
臨
。
。
一
〇
器
⇔
創
原
理
」

（ω

･
。
巨
⇔
σ
q
”
く
。
昌
創
興
≦
。
器
。
飢
9
）
た
る
世
界
露
…
一
こ
れ
は
ゲ
ー
テ
の
世
界
露
思
想
成
立
の
重
要
な
る
契
機
と
な
っ
た
（
Q
o
。
筈
。
。
。
¢
づ
触
M
亀

き
ω
。
ぎ
疑
昌
寧
。
。
。
℃
蕊
評
一
。
。
o
o
）
1
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
様
に
自
然
哲
學
期
に
於
い
て
、
能
産
的
霞
然
が
そ
の
所
産
た

る
鴬
野
精
紳
に
至
っ
て
自
己
自
身
を
反
省
せ
ん
と
す
る
、
自
然
か
ら
精
管
に
向
か
う
創
造
活
動
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
も
の
は
、
次
い
で
観

念
論
期
に
於
い
て
は
、
根
源
的
な
る
絶
三
熱
自
己
意
識
が
、
實
在
的
な
る
も
の
と
観
念
的
な
る
も
の
と
の
合
一
記
号
を
通
し
て
纏
起
的
に

展
開
さ
れ
る
、
精
瀞
か
ら
自
然
に
向
か
う
逆
方
向
の
過
程
と
し
て
説
か
れ
、
更
に
岡
一
哲
學
期
に
於
い
て
は
、
實
在
的
な
る
も
の
と
観
念

的
な
る
も
の
と
の
学
堂
的
岡
一
性
が
、
相
封
的
な
る
自
然
と
精
齢
と
に
同
等
に
現
象
す
る
統
一
的
遜
程
と
し
て
示
さ
れ
る
。
こ
の
事
は
明

ら
か
に
、
自
我
と
絶
製
麺
と
の
根
源
的
同
一
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
、
べ
ー
メ
を
想
わ
し
め
る
紳
秘
主
義
的
汎

紳
論
に
よ
っ
て
、
「
有
機
的
形
成
衝
動
。
弓
σ
q
空
態
。
。
o
財
窪
譲
鉱
g
⇔
σ
q
ω
同
誌
。
ぴ
」
（
Z
o
鳶
穿
“
肇
9
σ
q
欝
。
幕
¢
）
と
し
て
の
宇
宙
難
を
読
き
、
か
か
る

塁
壁
の
根
源
を
ば
、
「
水
晶
の
合
奏
。
犀
臨
。
。
欝
疑
。
β
o
芝
。
σ
q
o
」
（
累
。
く
巴
凶
ω
“
麟
績
妻
琴
⇔
き
黛
○
黙
㊤
6
ξ
ε
と
も
呼
ば
れ
る
宇
宙
遍
在
的
な
原



　
　
始
心
霊
壼
。
。
α
憎
鵠
虜
ω
団
α
q
o
L
（
2
0
苺
房
鱒
○
δ
常
客
菅
α
q
。
巽
Q
。
器
・
ゆ
．
U
剛
①
宕
餌
ε
さ
）
と
し
て
捉
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
一
面
自
然
の
水
銀

　
　
や
熔
解
金
属
と
し
て
存
在
す
る
と
と
も
に
、
他
面
「
我
々
の
裡
な
る
か
の
原
始
的
凹
面
」
（
撃
評
○
し
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
於
い
て
最
高
の
も
の
た
る
感
情
は
、
こ
の
原
始
的
簸
漿
の
様
々
な
る
融
解
動
揺
で
あ
り
、
畢
党
ノ
ヴ
ァ
ー
り
ス
の
自
我

　
　
性
は
、
宇
宙
の
根
源
的
生
命
の
石
馬
的
側
面
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
浪
漫
主
義
の
か
か
る
極
度
の
有
機
騰
的
自
然
観
に
よ
つ

　
　
て
始
め
て
、
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
が
個
人
的
軍
門
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
宇
宙
醗
の
熱
氣
を
意
味
し
、
宇
品
の
根
源
が
、
人
間
精
紳
の
う
ち
流
動

　
　
的
な
る
感
情
に
於
い
て
最
も
よ
く
そ
の
姿
を
顯
わ
に
す
る
所
以
が
、
添
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
私
の
外
に
あ
る
も
の
は
ま
さ
に
私
の
内

　
　
に
あ
り
、
私
の
内
に
あ
る
も
の
は
ま
さ
に
私
の
外
に
あ
る
」
（
2
。
く
巴
聾
翠
ρ
σ
q
ヨ
悪
事
）
と
い
う
浪
漫
主
義
的
主
観
主
義
が
、
必
ず
し
も
直
な

　
　
る
個
人
的
自
我
性
の
主
張
に
鑑
き
る
も
の
で
な
い
所
以
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
か
か
る
浪
漫
主
義
的

　
　
自
我
性
の
本
質
的
力
は
、
如
何
な
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
。

　
　
　
一
般
に
浪
漫
主
義
の
本
質
の
一
つ
は
、
天
才
の
猫
創
性
で
あ
っ
た
。
　
「
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
從
え
ば
、
天
才
と
は
輩
に
聡
明
な
る
模
倣
に

　
　
過
ぎ
な
い
が
、
ル
ソ
ー
に
奮
え
ぱ
、
天
才
の
第
一
の
特
徴
は
模
倣
の
拒
否
で
あ
る
。
」
（
囲
●
切
p
び
び
露
“
図
。
二
馨
毘
9
添
偏
菊
§
§
凱
駐
幹
℃
・
。
。
劇
）

　
　
こ
の
ル
ソ
ー
の
流
れ
を
汲
む
各
國
の
浪
漫
主
義
者
逡
が
、
反
ヴ
ォ
ル
テ
！
ル
や
非
ポ
～
プ
の
旗
印
の
下
に
求
め
て
止
ま
な
か
っ
た
も
の
は
、

　
　
菖
い
規
矩
や
詩
的
措
解
を
打
破
す
る
、
天
才
の
猫
創
性
で
あ
り
自
懲
性
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ

　
　
の
中
心
的
能
力
も
ま
た
、
ほ
か
な
ら
ぬ
猫
創
的
天
才
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
爾
天
才
概
念
の
間
に
は
、
當
然
何
ら
か
の
差
異
が
見
出
さ
れ

　
　
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
即
ち
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
の
天
才
が
、
夢
幻
的
な
霊
感
に
う
た
れ
、
自
由
奔
放
な
翼
を
繋
げ

　
　
て
無
制
限
な
創
造
活
動
を
推
進
す
る
、
い
わ
ば
前
方
の
み
を
の
ぞ
む
無
意
識
的
な
暗
き
衝
動
で
あ
る
に
撫
し
、
浪
漫
主
義
の
天
才
は
、
無

　
　
限
的
創
造
の
過
程
に
於
い
て
屡
々
自
己
を
顧
省
し
、
常
に
自
己
を
掌
握
し
つ
つ
意
の
ま
ま
に
活
動
せ
し
め
ん
と
す
る
、
い
わ
ば
後
方
を
振

　
　
り
返
り
つ
つ
進
む
意
識
的
性
絡
を
ば
有
す
る
。
例
え
ば
か
の
浪
漫
的
イ
ロ
ニ
ー
が
、
そ
れ
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
如
く
浪
漫
詩
は
、

　
　
一
切
の
愚
息
的
・
観
念
的
男
心
か
ら
猫
立
に
、
表
現
さ
れ
る
も
の
（
作
品
）
と
表
現
す
る
も
の
（
作
者
）
と
の
間
を
、
詩
的
反
省
の
翼
に

鵬　
　
　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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研
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乗
っ
て
浮
遊
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
者
は
、
慮
己
の
創
作
活
動
そ
の
も
の
を
反
省
し
、
か
か
る
反
省
的
自
己
を
更
に
反
省
し
て
無
心
に
反

　
　
省
を
重
ね
る
（
フ
ィ
ヒ
テ
の
門
田
構
造
の
美
學
的
慮
用
）
の
で
あ
る
が
、
こ
の
浪
漫
的
イ
ロ
ニ
ー
は
、
一
面
客
観
に
封
ず
る
主
観
の
優
越

　
　
の
溝
極
的
（
卑
属
的
・
諦
念
的
）
自
畳
で
あ
る
と
岡
時
に
、
催
面
ま
た
「
現
象
の
虚
無
盤
」
（
ω
。
誓
剥
奪
鼠
路
．
窪
Q
騨
。
。
曾
悼
。
。
o
）
の
自
畳

　
　
に
於
け
る
、
無
限
的
理
念
へ
の
い
わ
ば
ゾ
ル
ゲ
ル
的
な
積
麺
的
探
究
を
も
意
昧
し
た
。
從
っ
て
本
來
の
そ
れ
は
、
　
一
磨
現
實
亜
麻
の
態
度

　
　
で
あ
り
な
が
ら
も
、
翠
な
る
感
情
的
奔
放
に
終
る
室
想
性
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
絶
え
ざ
る
幻
想
の
破
壌
と
し
て
遙
か
に
意
識
的
で
あ
る
。

　
　
か
か
る
意
味
に
於
い
て
、
浪
漫
主
義
の
天
才
概
念
は
、
多
分
に
自
認
的
意
味
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
元
來
天
才
は
、
カ
ン
ト
の
研
謂
「
主
擬
の
高
な
る
自
然
蝕
。
累
舞
巽
一
義
。
。
野
営
鐸
＄
」
（
薩
§
鉱
鉾
伽
・
d
．
㎜
嶺
●
G
っ
・
も
。
。
。
挿
）
と
し
て
、
一

　
　
方
藝
術
家
の
主
観
的
能
力
で
あ
り
な
が
ら
、
　
他
方
「
自
然
が
そ
れ
に
よ
っ
て
藝
術
に
規
則
を
輿
え
る
天
賦
の
心
的
素
質
賦
（
9
●
勲
．
○
．
）
た

　
　
る
意
味
に
於
い
て
、
「
そ
れ
自
身
自
然
に
厨
す
る
篇
（
9
p
。
　
○
）
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
こ
そ
天
才
が
人
間
と
自
然
、
主
槻
と
客
観
、

　
　
意
識
と
無
意
識
と
の
統
一
者
た
る
所
以
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
シ
ェ
リ
ン
グ
が
、
藝
術
を
「
無
意
識
の
意
識
」
と
し
て
把
握
す
る
場

　
　
合
、
藝
術
家
が
意
識
的
に
働
か
し
め
る
「
技
術
溶
∬
蕊
ε
に
難
し
て
、
藝
術
家
を
背
後
か
ら
無
意
識
的
に
駆
り
立
て
る
「
詩
情
℃
o
o
。
。
δ
」

　
　
を
ば
、
自
然
の
恩
恵
に
よ
っ
て
賦
輿
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
（
○
。
魯
艶
ぎ
σ
q
”
Q
っ
蕩
8
實
焦
・
件
憎
馨
。
・
N
．
匡
9
騨
諺
煽
。
。
．
o
。
筈
。
写
薦
。
・
。
・
餌
欝
巨
●
芝
。
爵
9

　
　
固
ω
・
野
際
り
惣
）
こ
と
も
、
天
才
の
主
観
的
雛
客
観
的
な
る
惟
絡
を
ぱ
、
物
語
っ
て
い
る
。
師
ち
天
才
は
、
如
何
な
る
意
識
に
も
現
わ
れ
る

　
　
こ
と
な
し
に
、
意
識
的
な
る
も
の
に
客
観
的
な
る
も
の
を
附
加
し
、
　
「
意
識
的
な
る
も
の
と
無
意
識
的
な
る
も
の
と
の
間
の
豫
定
々
霜
の

　
　
普
遍
的
根
嚢
を
含
ん
で
い
る
、
か
の
絶
封
者
（
原
動
面
傷
霧
d
話
巳
び
。
。
什
）
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
。
ワ
。
劉
○
。
．
①
ホ
や
）
。
換
斎
す
れ
ば
天
才

　
　
は
、
　
「
そ
れ
自
身
決
し
て
客
観
的
と
な
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
客
室
的
な
る
も
の
の
原
因
た
る
、
最
高
の
絶
封
的
に
實
在
的
な

　
　
る
も
の
α
器
げ
α
o
寓
8
曽
募
。
ξ
け
舛
o
o
一
ぽ
」
（
o
や
畠
●
幹
①
δ
）
で
あ
り
、
か
の
絶
封
的
同
一
性
の
い
わ
ば
槻
念
深
側
薗
と
し
て
、
主
槻
的

　
　
意
識
的
な
る
も
の
と
客
槻
的
無
論
識
的
な
る
も
の
と
の
、
岡
一
性
の
根
上
た
る
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
設

　
　
く
天
才
も
ま
た
、
略
こ
れ
と
岡
様
の
性
格
を
有
す
る
。
　
「
天
才
と
は
諸
器
官
を
能
動
的
に
使
用
す
る
精
紳
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
Z
。
奉
冴
”



男
冨
σ
q
日
2
登
）
と
語
ら
れ
る
如
く
、
　
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
部
分
的
精
融
機
能
の
背
後
に
あ
る
根
本
機
能
で
あ
り
、
感
官
を
意
の
ま
ま
に
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ユ
ト
ム
ス

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
外
界
を
も
慮
由
に
攣
碧
し
得
る
能
力
で
あ
る
。
　
「
も
し
も
我
々
が
世
界
の
律
動
を
所
有
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
世

界
を
も
所
有
す
る
。
全
て
の
入
閥
は
、
彼
自
ら
の
律
動
を
も
つ
。
…
…
律
動
的
感
官
が
天
才
で
あ
る
。
」
（
o
や
9
酔
・
）
即
ち
天
才
は
、
律
動
を

通
し
て
世
界
を
自
己
の
も
の
と
す
る
感
嘗
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
か
か
る
浪
漫
的
天
才
は
、
そ
の
構
成
要
素
に
關

し
て
、
更
に
深
く
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
天
才
が
「
想
像
の
封
象
を
現
賢
の
墨
筆
の
如
く
論
じ
扱
う
能
力
」
（
。
賢
・
。
δ
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
本
質
は
想
像
作
用
に
あ
り
、
そ
の
中
心
的
力
は
、
想
像
力
図
汐
銘
悉
曇
σ
鴇
路
鎚
津
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
從
っ

て
ま
さ
し
く
想
像
力
の
中
に
こ
そ
、
浪
漫
主
義
の
感
情
性
と
主
観
性
と
の
秘
密
が
、
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
カ
ン
ト
の

構
想
力
よ
り
浪
漫
的
想
像
力
に
至
る
問
、
図
星
烹
鉦
瓢
降
σ
q
終
韓
語
は
如
何
な
る
推
移
を
辿
り
來
つ
た
の
で
あ
る
か
。

　
〔
註
〕
　
騒
ぎ
差
置
¢
昌
σ
q
。
・
ξ
ρ
浄
は
、
カ
ン
ト
・
フ
ィ
ヒ
テ
・
シ
ェ
リ
ン
グ
等
の
哲
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
の
藏
す
る
高
い
規
則
性
の
故
に
「
構
想
力
」

　
　
と
、
浪
漫
派
の
藝
術
家
事
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
墨
か
な
想
像
牲
の
故
に
「
想
像
力
」
と
、
鐸
さ
れ
る
の
が
適
當
と
思
わ
れ
る
。
以
下
こ
れ
に
從
う
。

二
　
想
　
像
　
力

　
　
　
カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
の
範
疇
の
演
繹
に
際
し
、
認
識
の
源
泉
た
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
感
宮
・
構
想
力
・
統
畳
の
三

　
　
つ
を
墨
げ
（
溶
．
昏
5
〈
’
〉
。
O
愈
》
●
一
一
伊
）
、
そ
れ
ら
に
封
撮
し
て
、
e
鷹
観
に
於
け
る
魔
知
の
綜
合
、
ω
構
想
に
於
け
る
再
生
の
綜
合
、

　
　
㈲
概
念
に
於
け
る
再
認
の
綜
合
と
い
う
、
三
段
の
綜
合
を
展
開
す
る
。
そ
の
際
し
か
し
、
第
一
版
の
演
繹
の
二
つ
の
方
向
、
所
謂
上
か
ら

　
　
の
方
向
（
》
。
　
一
一
①
》
覧
一
回
⑩
）
と
下
か
ら
の
方
向
（
〉
・
郎
O
～
｝
㌶
）
と
に
於
い
て
、
構
想
力
の
書
面
に
少
な
か
ら
ざ
る
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
一
の
方
向
に
於
い
て
は
、
「
構
想
力
に
よ
る
こ
の
多
様
の
綜
合
、
根
源
的
早
舞
に
よ
る
こ
の
綜
合
の
統
一
」
（
》
●
潔
）
と
語
る
如
く
、
す
べ

　
　
て
の
個
庭
に
於
い
て
構
想
力
の
根
源
的
能
力
た
る
黙
が
力
説
さ
れ
て
お
り
、
綜
合
一
般
は
全
く
構
想
力
の
所
作
で
あ
り
、
憐
想
力
の
純
輝

謝　
　
　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
濡
原
理
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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一
購
読

（
生
産
的
）
綜
合
の
原
理
は
、
　
「
統
贅
に
先
行
し
て
あ
ら
ゆ
る
認
識
殊
に
経
験
の
根
擦
を
な
す
」
（
〉
．
一
一
。
。
）
も
の
と
し
て
、
統
畳
も
こ
れ

を
「
前
提
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
慰
し
て
下
か
ら
の
第
二
の
方
向
に
於
い
て
は
、
生
産
的
な
る
が
故
に
如
何
な
る
幻

魔
の
混
齪
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
構
想
力
を
し
て
、
　
＝
疋
の
醤
象
を
直
槻
せ
し
め
る
べ
く
限
定
す
る
も
の
が
、
野
瀬
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

説
明
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
二
方
向
を
め
ぐ
る
そ
の
様
な
言
読
の
不
統
一
を
超
え
、
第
一
版
の
演
繹
全
騰
を
強
い
て
統
一
的
に
解
帯
せ
ん

と
す
る
な
ら
ば
、
豊
艶
は
、
豊
知
・
再
生
（
從
っ
て
感
嘗
及
び
構
想
力
）
に
よ
る
感
性
的
内
容
と
、
規
則
（
從
っ
て
悟
性
）
に
よ
る
そ
れ

の
再
認
と
を
包
括
す
る
、
⊃
切
包
括
的
な
る
軍
需
重
賞
。
ぎ
。
巴
霧
。
萄
。
。
ω
禁
鳥
。
『
臨
芦
。
》
℃
も
興
器
麿
δ
羅
」
（
〉
．
一
ト
⊃
Q
。
）
た
る
意
味
に
於
い

て
、
「
綜
合
的
統
一
が
綜
合
を
包
含
し
」
（
｝
一
一
。
。
）
、
畳
畳
が
よ
り
深
く
購
想
力
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
解
す
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
リ
オ
リ

あ
れ
、
第
一
版
の
演
繹
論
に
於
け
る
生
産
的
構
想
力
は
、
「
人
間
の
心
の
一
つ
の
根
本
能
力
。
げ
O
導
b
窪
く
窪
導
α
σ
q
①
昌
即
ち
先
験
的
に
す

べ
て
の
認
識
の
基
礎
に
存
す
る
能
力
」
（
｝
一
潔
）
と
し
て
、
濁
立
の
根
源
的
能
力
と
考
え
ら
れ
、
成
程
凡
慮
統
魔
と
い
う
最
根
源
的
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

舗
約
の
下
に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
に
せ
よ
、
統
　
覚
の
原
則
た
る
「
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
親
和
性
は
、
ま
た
先
験
的
に
筆
草
に
基
づ
く
構
想
力

に
於
け
る
、
綜
合
の
必
然
的
結
果
で
も
あ
る
」
（
｝
這
9
。
）
と
い
わ
れ
る
如
く
、
む
し
ろ
構
想
力
そ
れ
自
慰
が
、
お
の
ず
か
ら
柱
聯
の
原
則

に
一
致
し
つ
つ
、
感
畳
と
概
念
と
を
綜
合
す
る
と
も
解
せ
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
二
版
に
至
っ
て
は
、
構
想
力
の

猫
自
の
根
源
的
機
能
は
、
疑
問
覗
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
こ
で
は
明
か
に
、
　
一
切
の
衰
容
を
綜
合
す
る
「
意
識
一
般
」
（
ご
⇒
・
．
一
ホ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ン
ス
ツ
ニ
ン
デ
ン
ク
　
ル

或
は
う
普
遍
的
な
る
自
肝
心
（
ゆ
・
一
な
。
憎
）
と
し
て
の
先
験
論
的
照
覧
が
、
ま
さ
し
く
悟
盤
的
な
る
も
の
と
感
性
的
な
る
も
の
と
の
全
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
り
、
構
想
力
は
、
か
か
る
統
畳
の
綜
合
的
統
一
の
軍
な
る
契
機
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
感
官
・
構
想
力
・
統
箆
を
認
識
の
三

源
泉
と
す
る
第
一
版
の
思
想
は
す
で
に
姿
を
溶
し
、
構
想
力
は
本
立
の
能
力
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
範
疇
を
圏
式
化
す
る
圏
式
機
能
と

し
て
、
翠
に
先
験
論
的
判
断
力
の
作
用
の
媒
髄
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
第
一
版
と
第
二
版
と
に
亘
っ
て
、
構
想
力
の
機
能
に
少
な
か
ら
ざ

る
不
統
一
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
構
想
力
の
感
性
的
に
し
て
固
時
に
知
性
的
な
る
性
格
は
、
爾
版

を
通
じ
て
同
様
に
認
め
ら
れ
た
。
　
「
我
々
の
す
べ
て
の
直
観
は
感
性
的
な
る
故
、
梅
想
力
は
感
性
に
属
し
は
す
る
が
、
そ
の
綜
合
は
限
定



　
　
的
び
。
ω
鋤
匿
縫
。
鄭
傷
で
あ
っ
て
…
…
自
叢
書
の
行
使
で
あ
り
」
（
切
二
二
漁
）
、
そ
れ
は
、
「
感
宮
を
そ
の
形
式
に
辞
し
統
畳
の
統
一
に
則
つ

　
　
て
先
験
的
に
限
定
す
る
」
（
切
・
一
興
）
限
り
に
於
い
て
知
性
的
で
あ
り
、
「
感
性
に
封
ず
る
悟
性
の
一
つ
の
所
作
」
（
鋤
・
鈴
。
○
．
）
と
し
て
悟
性

　
　
的
で
あ
る
。
更
に
梅
想
力
の
所
産
た
る
畷
式
・
時
間
が
、
直
観
と
し
て
感
性
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
純
樺
な
る
も
の
と
し
て
叡
智
的
で
あ

　
　
り
、
概
念
を
形
象
化
す
る
爲
の
表
象
と
し
て
形
象
じ
ご
一
昨
を
可
能
な
ら
し
め
る
意
味
に
於
い
て
、
産
出
的
自
螢
的
で
あ
り
合
法
則
的
悟
性

　
　
的
で
あ
る
黙
よ
り
し
て
も
、
構
想
力
の
感
性
的
に
し
て
岡
時
に
知
性
的
な
る
性
格
が
肯
け
よ
う
。
け
れ
ど
も
構
想
力
の
か
か
る
性
命
は
、

　
　
理
論
的
使
用
か
ら
美
的
使
用
へ
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
鮮
明
に
表
わ
れ
來
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
美
的
膿
験
の
能
力
を
、
総
括
的
に
は
「
美
的
論
断
力
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
が
、
趣
味
判
断
の
分
析
に
於
い
て
明
ら
か

　
　
な
如
く
、
そ
の
内
容
を
な
す
も
の
は
、
自
由
に
遊
動
ω
鳳
下
半
し
合
う
構
想
力
と
悟
性
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
場
合
の
構
想
力
は
、

　
　
悟
性
に
規
則
を
惑
え
ら
れ
て
働
く
の
で
は
な
く
、
如
何
に
自
由
な
る
翼
を
以
っ
て
羽
搏
こ
う
と
も
、
常
に
お
の
ず
か
ら
な
る
含
規
則
性
を

　
　
宿
し
得
る
意
味
に
於
い
て
、
自
ら
の
内
に
悟
性
性
を
具
有
す
る
の
で
あ
り
、
美
的
判
断
は
悟
性
に
よ
ら
ず
し
て
樽
想
力
に
よ
り
（
函
’
鐸
¢
6

　
　
警
．
0
9
隆
§
〉
星
斗
b
⇔
9
＜
●
¢
ミ
一
）
、
美
に
暮
す
る
限
り
「
悟
性
が
構
想
力
に
仕
え
る
比
婆
。
づ
の
で
あ
っ
て
、
点
角
力
が
悟
性
に
仕
え

　
　
る
の
で
は
な
い
」
（
。
℃
。
簿
．
豊
σ
q
・
》
鎚
奪
①
酔
瓢
ρ
9
㈱
毬
・
Q
。
●
も
。
一
ら
。
）
こ
と
よ
り
推
し
て
、
美
的
判
断
の
中
心
的
能
力
は
構
想
力
に
ほ
か
な
ら

　
　
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
天
才
の
分
析
に
撃
っ
て
は
、
そ
の
構
成
能
力
と
し
て
、
概
念
を
提
示
す
る
悟
性
と
、
美
的
理
念
を
産
出
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ス
ト

　
　
構
想
力
と
、
美
的
理
念
の
表
現
能
力
た
る
精
紳
と
の
三
能
力
が
数
え
ら
れ
る
（
名
●
簿
．
㈱
串
ω
頓
。
。
総
）
が
、
そ
の
際
「
天
才
は
魂
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ン
キ
ウ
ム

　
　
の
特
殊
な
力
麟
冨
沖
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
カ
を
客
観
の
理
念
に
よ
っ
て
生
塗
づ
け
る
一
つ
の
原
　
理
で
あ
る
」
（
労
亀
。
紙
露
霧
N
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
レ
ン
ト

　
　
貯
静
δ
℃
。
δ
σ
q
す
宏
詳
⑩
お
》
囚
’
〉
霧
雲
切
9
×
く
．
）
と
さ
れ
、
同
時
に
精
紳
も
一
つ
の
特
殊
な
才
能
で
な
く
、
す
べ
て
の
才
能
の
生
氣
づ
け

　
　
　
ブ
サ
ン
キ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ス
ト

　
　
の
原
　
理
で
あ
り
、
天
才
の
代
り
に
精
紳
と
い
う
語
を
用
い
て
も
よ
い
と
語
ら
れ
て
い
る
（
。
ワ
窪
謄
写
．
ゆ
。
。
的
）
黙
よ
り
し
て
、
嚴
密
に
は

　
　
寧
ろ
「
天
才
を
形
成
す
る
心
意
の
公
力
囚
轟
浄
。
は
構
想
力
と
悟
性
で
あ
る
」
（
瞠
・
仙
●
¢
み
お
．
ω
●
匂
。
8
）
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
も
と
よ

　
　
り
こ
の
場
合
に
も
、
溝
想
力
と
悟
性
と
の
自
由
な
る
遊
動
が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
天
才
の
本
質
的
要
素
を
な
す
も
の
も
ま
た
、

鵬　
　
　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
霊
義
の
生
活
原
理
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
慧
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哲
墨
・
研
究
　
　
第
四
蕎
六
－
で
五
辮
訓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

美
的
判
早
撃
或
い
は
趣
味
に
於
け
る
と
同
機
に
、
お
の
ず
か
ら
な
る
合
馬
躍
性
を
内
面
的
に
具
有
せ
る
構
想
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
様
に
一
面
感
性
的
受
動
的
で
あ
り
つ
つ
他
面
先
験
的
「
産
出
的
縢
機
弓
柄
（
o
℃
．
。
墜
〉
鵠
ヨ
葭
『
無
爵
⑳
卜
⊃
“
。
．

Q。

x
嵩
）
な
る
構
想
力
の
働
き
は
、
判
織
（
美
的
主
槻
的
な
る
特
殊
の
性
絡
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
）
し
得
る
直
槻
と
し
て
、
い
わ
ば
知
的

直
槻
で
あ
る
。
　
「
直
槻
的
悟
性
」
な
る
も
の
を
あ
く
ま
で
人
問
に
許
さ
な
か
っ
た
カ
ン
ト
に
於
い
て
、
美
に
曝
す
る
限
り
「
判
断
的
直
観

力
」
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
浪
漫
主
義
と
の
關
係
に
於
い
て
、
特
に
注
欝
さ
る
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。

　
次
い
で
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
學
に
於
け
る
構
想
力
は
、
　
「
主
観
を
限
定
す
る
爲
に
、
そ
れ
の
無
限
に
進
む
活
動
の
所
産
と
し
て
無
限
な
る

隈
界
を
措
定
し
し
（
譲
。
露
費
O
塊
§
亀
轟
①
餌
o
N
σ
q
。
鶏
鷺
窪
∫
、
寓
。
諺
。
ぴ
ゆ
h
鐘
。
騨
P
転
婆
φ
こ
づ
筐
．
ω
．
一
。
。
窃
）
、
鑑
定
と
非
限
定
、
有
隈
的
な
る
も
の

と
無
限
的
な
る
も
の
と
の
中
間
に
騒
動
。
・
o
ダ
毒
ぴ
窪
す
る
」
（
ρ
帥
O
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
實
在
性
を
産
出
す
る
も
の
と
し
て
設

か
れ
る
。
我
々
の
意
識
や
生
や
存
在
の
可
能
性
、
総
じ
て
入
闘
精
紳
の
全
機
制
は
、
か
か
る
生
産
的
構
想
力
の
活
動
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
他
爾
そ
れ
は
、
定
立
と
反
定
立
と
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
主
観
的
な
る
も
の
と
客
学
的
な
る
も
の
と
を
、
総
括
的
に
固
定
せ
し
め

る
「
綜
合
の
中
に
働
く
自
我
の
能
力
」
（
。
や
簿
・
Q
。
・
一
望
）
、
換
言
す
れ
ば
自
我
と
非
我
と
の
コ
つ
の
交
替
乏
o
o
謀
鉱
を
限
定
す
る
絶

封
的
活
動
」
（
。
や
。
ド
。
。
’
。
。
同
）
と
し
て
、
栄
爵
と
非
我
と
を
完
全
に
合
一
せ
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
様
な
「
矛
盾
す
る
も
の
を
合
一

す
る
」
（
。
℃
曹
a
・
O
Q
．
一
。
。
刈
）
構
想
力
の
統
一
的
活
動
に
よ
っ
て
、
「
我
々
は
…
…
受
動
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
る
能
動
と
、
能
動
に
よ
っ
て

の
み
可
能
な
る
受
動
と
を
、
全
く
確
定
的
に
も
つ
」
（
o
唱
●
o
一
酔
●
O
Q
・
一
心
刈
）
こ
と
が
出
來
る
。
師
ち
、
實
在
的
事
物
を
ば
意
識
に
先
行
し
て
無

意
識
的
に
生
産
す
る
構
想
力
は
、
同
時
に
薩
観
を
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
槻
さ
れ
た
も
の
の
形
象
函
5
を
意
識
的
に
再
生
す
る

の
で
あ
り
、
こ
の
様
な
生
産
的
も
8
鳥
⊆
犀
甑
く
と
再
生
的
目
。
鷲
。
伽
g
葬
ぞ
と
の
二
面
的
活
動
に
よ
っ
て
、
事
物
と
表
象
と
の
問
の
調
和
を
ば

可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
い
て
は
、
直
観
形
式
た
る
空
闘
時
間
の
み
な
ら
ず
、
カ
ン
ト
に
於
い
て
籍
性
に
醸
せ

ら
れ
た
範
疇
す
ら
も
、
機
想
力
に
起
源
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
更
に
悟
牲
そ
の
も
の
も
、
構
想
力
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
攣
算
し
易

い
直
轄
を
概
念
に
周
食
せ
し
め
る
意
味
に
於
い
て
、
生
産
的
な
る
構
想
力
と
限
定
的
な
る
理
性
と
の
中
間
的
能
力
と
し
て
、
い
わ
ば
「
理



　
　
性
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た
構
想
力
、
或
い
は
構
想
力
に
よ
っ
て
封
象
を
供
給
さ
れ
た
理
性
と
し
て
記
載
さ
れ
得
る
」
（
。
で
・
9
●
ω
二
旨
）
の

　
　
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
未
解
決
に
遺
し
た
心
慮
謄
の
問
題
に
園
…
し
て
も
、
　
一
腰
そ
れ
が
自
我
の
内
に
在
る
と
さ
れ
る
場
合
に
は
石
婦
的
槻
念

　
　
論
が
成
立
し
、
君
臨
そ
れ
が
有
限
的
精
紳
の
外
部
の
絶
鉗
的
な
る
も
の
と
し
て
猫
立
に
存
在
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
場
合
に
は
猫
噺
的
實

　
　
在
論
が
成
立
す
る
（
◎
℃
．
。
罫
○
。
．
㊤
Q
。
）
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
爾
立
場
の
間
を
癩
動
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
岡
時
に
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
自
我
と
物
自
益
と
の
關
係
に
解
決
を
補
え
る
も
の
が
、
創
造
的
構
想
力
の
螢
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
（
・
℃
．
舞
．
。
。
・
ゆ
餓
）
。
こ

　
　
の
様
に
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
い
て
は
、
「
人
間
精
紳
の
あ
ら
ゆ
る
仕
事
は
構
想
力
か
ら
出
心
す
る
k
（
9
繋
○
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
無
隈
と
有

　
　
隈
、
自
我
と
非
我
と
の
間
を
播
食
し
つ
つ
、
か
の
三
原
理
の
背
後
に
あ
っ
て
意
識
の
事
實
の
根
源
を
な
し
、
知
識
學
の
諸
封
着
の
最
奥
の

　
　
綜
合
的
役
劇
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
し
デ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゲ
ビ
す
ト

　
　
　
カ
ン
ト
に
於
い
て
美
的
地
域
の
中
心
的
役
劇
を
謡
い
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
い
て
理
論
的
・
實
践
的
爾
領
域
の
根
源
的
能
力
と
み
な
さ
れ
た

　
　
構
想
力
は
、
や
が
て
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
於
い
て
、
彼
等
の
美
的
盤
格
と
相
倹
ち
、
途
に
全
人
間
生
活
を
貫
く
最
高
能
力
の

　
　
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
先
験
論
的
魏
念
論
』
は
、
「
慮
我
は
自
我
で
あ
る
囲
。
げ
“
囲
。
ど
と
い
う
絶
封
的
な
綜
合
命

　
　
題
（
知
的
漉
観
に
よ
る
絶
賛
的
臼
畳
）
を
ば
、
種
々
の
勢
位
に
於
い
て
糠
起
的
に
展
闘
し
て
み
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
色
面
の
意

　
　
識
的
活
動
（
槻
念
的
な
る
も
の
）
と
無
意
識
的
活
動
（
町
会
的
な
る
も
の
）
と
の
合
一
が
、
外
的
客
観
に
於
い
て
捉
え
ら
れ
る
の
が
理
論

　
　
的
・
訳
筆
的
並
び
に
騒
的
論
的
領
域
で
あ
り
、
自
我
そ
の
も
の
の
内
に
論
謹
さ
れ
る
究
極
の
最
高
段
階
が
、
藝
術
の
領
域
で
あ
る
。
先
ず

　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
理
論
的
知
識
學
に
彷
彿
た
る
そ
の
理
論
哲
學
部
門
に
於
い
て
、
「
生
産
的
薩
観
」
に
よ
っ
て
絶
え
ざ
る
非
我
の
生
産
を
な
す
と

　
　
説
か
れ
る
「
生
産
能
力
℃
δ
鳥
鶴
夢
路
総
く
窪
難
α
σ
㊤
o
疑
」
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
瞬
謂
生
産
的
購
想
力
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
オ
レ
ン

　
　
い
で
實
蹟
哲
學
部
門
に
於
い
て
は
、
意
欲
が
、
一
毅
的
な
外
的
客
観
に
陶
か
う
無
限
的
膚
由
性
と
、
あ
く
ま
で
↓
定
の
特
殊
的
客
観
を
表

　
　
零
す
べ
く
強
制
さ
れ
る
（
ω
メ
侮
・
タ
匡
。
跳
。
・
ヨ
轟
ω
陣
養
≦
登
。
。
俸
9
。
。
）
有
限
的
被
捌
約
性
と
を
有
す
る
に
薫
り
、
こ
れ
ら
相
…
野
立
す
る
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ヴ
エ
む
ペ
ン

　
　
性
格
、
換
書
す
れ
ば
費
騰
的
な
る
も
の
と
理
論
的
な
る
も
の
と
の
間
に
揺
　
卑
し
つ
つ
、
爾
者
を
媒
介
す
る
の
が
、
構
想
力
で
あ
る
。
構

獅　
　
　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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哲
墨
・
研
究
　
　
第
四
百
六
十
五
肌
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヂ
じ
ン

想
力
は
か
か
る
縞
動
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
身
無
限
性
と
有
限
性
と
の
間
に
揺
動
す
る
譲
る
も
の
、
鄭
ち
理
念
を
ば
必
然
的
に
生
産
す
る
の

で
あ
り
、
「
一
般
に
理
論
理
性
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
自
由
に
仕
え
て
い
る
曲
想
力
隻
。
国
汐
ぼ
峯
⊆
詳
α
q
降
蜀
浄
一
筥
U
器
霧
器
飢
興
国
お
鏑
。
騨

に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
。
℃
．
。
下
風
』
冒
ま
㊤
）
と
語
ら
れ
る
如
く
、
そ
れ
は
ま
さ
に
襲
爵
を
も
意
味
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
ま
た
最
高
段
階
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン
ス
し
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
エ
リ
ソ
　

る
藝
術
活
動
に
於
け
る
構
想
力
は
、
意
識
的
な
る
も
の
（
技
術
）
と
無
意
識
的
な
る
も
の
（
詩
情
）
、
或
い
は
有
限
的
な
る
も
の
と
無
限

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
な
る
も
の
と
を
完
全
に
一
致
せ
し
め
る
一
美
は
有
限
的
に
表
現
さ
れ
た
無
限
者
で
あ
る
（
。
ワ
6
鉾
い
・
8
0
）
1
こ
と
に
よ
っ
て
、

絶
封
者
の
啓
示
た
る
藝
術
作
倉
を
ば
産
出
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
詩
作
能
力
U
界
鐸
§
σ
q
。
・
〈
設
営
α
鵬
。
φ
は
、
最
高
の
勢
位
に
於
い
て
繰
り

返
さ
れ
る
生
産
的
直
観
に
ほ
か
な
ら
ず
、
生
産
的
直
観
と
詩
作
能
力
と
に
働
い
て
い
る
も
の
は
同
一
の
も
の
、
撃
ち
そ
れ
に
よ
っ
て
我
々

が
矛
禰
す
る
も
の
を
考
え
善
意
し
得
る
唯
一
の
も
の
た
る
、
構
想
力
で
あ
る
。
」
（
。
や
昏
●
。
。
’
＄
Φ
）
換
言
す
れ
ば
、
一
方
意
識
の
彼
方
の
現

筆
墨
世
界
と
し
て
現
わ
れ
、
他
方
意
識
の
此
方
の
観
念
的
世
界
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
は
、
す
べ
て
同
一
能
力
た
る
講
想
力
の
所
産
で
し

か
な
い
。
た
だ
爾
者
に
於
い
て
異
る
と
こ
ろ
は
、
構
想
力
の
活
動
が
、
生
産
的
直
観
に
於
い
て
は
被
制
約
的
に
し
て
濁
り
、
美
的
直
観
に

於
い
て
は
無
制
約
的
に
し
て
純
輝
な
る
黙
に
存
す
る
。
更
に
は
ま
た
、
．
『
先
験
論
的
黙
念
論
』
の
串
磯
黙
に
於
い
て
総
指
的
に
読
か
れ
る

「
知
的
直
槻
ぎ
け
。
に
。
閃
9
0
に
。
跨
β
。
。
o
ぴ
9
麟
g
⇔
α
q
」
そ
の
も
の
も
ま
た
、
美
的
直
観
と
等
し
く
、
構
想
力
の
活
動
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
で

あ
ろ
う
。
本
來
、
絶
揮
発
に
非
客
観
的
な
る
純
粋
生
産
活
動
と
し
て
の
自
我
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
知
識
の
客
槻
た
り
得
る
爲
に
は
、
「
自

我
が
自
己
霞
身
に
封
し
て
客
槻
と
な
る
如
き
生
産
作
用
、
部
ち
知
的
直
槻
作
用
。
ぎ
ヨ
8
幕
犀
葺
巴
。
。
・
諺
づ
。
。
o
ゲ
建
窪
」
（
8
・
簿
・
ω
・
巴
O
）

を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
美
的
直
観
は
軍
に
客
観
的
と
な
っ
た
知
的
直
槻
に
ほ
か
な
ら
ず
」
（
。
℃
●
鼻
・
ω
●
O
ミ
）
、
こ
れ
ら
「
知
的
直

観
と
美
的
直
観
と
の
二
つ
の
極
端
の
間
に
哲
學
の
全
直
系
が
お
さ
ま
る
」
（
。
℃
．
昏
曾
ω
9
q
。
包
）
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
知
的
直
観
（
哲
學
的

生
産
）
と
美
的
直
観
（
藝
術
的
生
産
）
と
は
、
と
も
に
岡
一
の
生
産
能
力
た
る
構
想
力
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
は
な
い
。
か
く
て
、

『
先
験
論
的
観
念
論
』
の
全
農
系
の
根
源
的
能
力
は
、
　
「
自
我
」
の
活
動
一
般
を
可
能
な
ら
し
め
る
聯
想
力
と
し
て
捉
え
ら
れ
得
る
で
あ

ろ
う
。



　
　
　
『
ブ
ル
ー
ノ
』
と
『
藝
術
哲
學
』
に
於
い
て
は
、
か
か
る
美
と
眞
と
の
本
質
的
同
一
性
が
、
群
肝
的
立
場
か
ら
一
層
明
確
に
語
ら
れ
る
。

　
　
成
程
絶
筆
者
が
、
原
像
的
主
観
的
に
把
握
さ
れ
る
場
合
に
翼
が
成
立
す
る
に
封
し
、
封
像
的
客
観
的
に
表
現
さ
れ
る
場
合
に
美
が
成
立
す

　
　
る
の
で
は
あ
る
が
、
超
現
象
的
な
る
美
そ
の
も
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
原
像
そ
の
も
の
で
あ
る
意
味
に
於
い
て
原
像
の
認
識
た
る
農
と
完
全

　
　
に
一
致
し
、
爾
者
は
共
に
、
　
「
普
遍
的
な
る
も
の
と
特
殊
的
な
る
も
の
と
が
、
紳
の
形
態
に
於
け
る
如
く
絶
封
的
に
一
つ
で
あ
る
如
き
も

　
　
の
」
（
剛
W
『
環
漸
O
脚
　
o
Q
餌
ヨ
●
　
♂
く
．
　
H
劇
・
　
Q
o
・
　
悼
劇
9
◎
）
、
換
言
す
れ
ば
無
隈
的
な
る
も
の
と
有
限
的
な
る
も
の
と
の
統
一
た
る
「
永
遠
な
る
。
惹
σ
q
」
（
。
や

　
　
。
鉾
幹
潔
刈
）
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
思
惟
と
直
観
と
の
統
一
た
る
「
思
惟
的
直
観
」
に
よ
っ
て
の
み
把
捉
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

　
　
至
っ
て
構
想
力
は
、
箪
に
藝
術
騰
験
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
観
念
的
な
る
も
の
と
實
在
的
な
る
も
の
と
の
同
一
を
根
源
的
に

　
　
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
一
切
の
創
造
を
基
礎
づ
け
る
岡
一
化
の
力
象
。
尿
量
浄
窪
興
H
O
o
ぎ
ω
窪
嵐
g
昌
σ
q
」
（
審
・
9
囚
§
罫

　
　
鷲
悼
．
聖
日
●
≦
．
H
“
・
ψ
も
。
。
。
O
）
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
ま
た
、
か
か
る
H
欝
塞
ぎ
。
。
き
浜
山
¢
羅
σ
q
ω
涛
鎚
津
た
る
こ
と
を
遽
し
て
一
切
の
線
画
存

　
　
在
を
可
能
な
ら
し
め
る
、
「
本
卜
書
に
創
造
的
な
る
個
別
化
の
力
＆
o
囚
島
津
自
興
囲
p
象
三
創
¢
食
ρ
け
一
〇
⇔
」
（
騨
騨
○
し
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

　
　
も
は
や
箪
に
多
様
を
統
一
す
る
カ
た
る
こ
と
を
超
え
て
、
個
別
的
多
様
そ
の
も
の
を
産
出
す
る
力
と
し
て
、
自
己
意
識
の
み
な
ら
ず
、
全

　
　
宇
宙
的
存
在
の
根
糠
た
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
想
像
力
も
ま
た
、
も
と
よ
り
輩
な
る
外
的
感
官
に
盤
き
る
も
の
で
は
な
く
、
　
「
我
々
に
す
べ
て
の
感
窟
を
補
充
し
得

　
　
る
篇
（
Z
o
毒
冨
“
孚
9
σ
q
ヨ
。
葺
⑦
・
）
如
き
、
外
的
刺
戟
か
ら
霞
暇
な
る
「
作
用
的
原
理
」
（
。
や
属
籍
’
）
で
あ
り
、
「
感
性
と
悟
性
と
の
結
合
せ
る
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ル
メ
ヨ
ゲ
ン
　
ク
レ
フ
テ

　
　
造
的
形
成
的
力
ω
o
訂
浮
鄭
匹
。
ぼ
箆
。
ロ
仙
。
適
蚕
津
」
（
o
ワ
葺
・
）
で
あ
る
こ
と
を
超
え
、
理
性
を
も
含
め
て
、
コ
切
の
内
的
能
　
力
と
カ
、

　
　
一
切
の
外
的
能
力
と
力
と
が
、
そ
こ
か
ら
演
繹
さ
れ
る
べ
き
」
（
o
℃
・
臼
齢
・
）
根
源
的
な
統
一
的
原
理
を
意
味
す
る
。
印
ち
「
創
造
的
想
像
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ネ
ン
ク
ラ
フ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
イ
　
レ
ン

　
　
は
、
理
性
と
判
断
力
と
感
宮
力
と
に
分
か
た
れ
る
」
（
。
や
。
ε
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
理
性
は
、
「
想
像
力
に
一
　
　
致
し
て
そ
の
法

　
　
則
を
含
む
」
（
o
℃
・
9
榊
・
）
意
味
に
於
い
て
、
「
想
像
力
の
法
則
と
も
呼
ば
れ
る
」
（
o
℃
・
。
ぎ
）
。
そ
れ
故
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
於
い
て
は
、
一
切
の

　
　
心
的
力
の
中
、
最
も
自
蛮
的
能
動
的
な
る
も
の
が
、
想
像
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
「
感
情
と
悟
性
と
理
性
と
は
、
早
る
程
度
受
動
的
で
あ

975　
　
　
　
　
　
猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
活
原
理
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
鍛
・
研
究
　
　
筑
叩
四
百
六
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

る
。
…
…
そ
れ
に
反
し
て
想
像
力
の
み
が
力
図
島
津
で
あ
る
。
こ
れ
の
み
が
活
動
す
る
も
の
仙
垂
目
蝉
菖
σ
q
o
一
動
か
す
も
の
匹
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ル
メ
　
ゲ
ン

ヒ
⇔
o
≦
o
σ
q
農
篇
。
で
あ
る
。
想
像
能
力
団
汐
ぼ
江
麟
⇔
σ
q
。
。
〈
窪
ヨ
O
σ
q
①
切
と
い
う
も
の
は
な
い
一
能
　
力
は
受
動
的
で
あ
る
乏
（
o
ワ
9
R
・
）
こ
こ

に
於
い
て
想
像
力
は
、
す
べ
て
を
一
な
ら
し
め
る
「
結
合
的
中
項
鉱
索
く
窪
び
ぎ
創
養
鯉
。
鼠
帥
絶
色
α
q
滞
仙
一
綜
合
象
o
o
Q
団
導
び
②
器
ー

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
イ
ン
ハ
ぎ
コ
ト

縛
換
鳥
撃
。
芝
8
露
。
涛
下
冷
」
（
o
ワ
自
仲
・
）
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
統
一
性
が
想
像
力
で
あ
る
」
（
。
ワ
6
搾
）
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ア
ン
ク
の
ン
　

る
想
像
力
の
作
用
に
よ
っ
て
こ
そ
、
か
の
ノ
ヴ
ァ
…
リ
ス
の
浪
漫
的
主
観
主
義
も
ま
た
、
成
立
す
る
こ
と
が
出
直
た
。
　
「
想
　
像
は
未
來

の
世
界
を
我
々
に
封
し
て
、
高
所
に
或
い
は
深
厨
に
或
い
は
輪
廻
に
お
く
。
我
々
は
宇
宙
の
族
を
夢
み
る
。
い
っ
た
い
萬
象
は
、
我
々
の

内
に
な
い
の
か
。
」
（
o
℃
・
9
蝕
・
）
魔
法
的
余
念
論
に
於
け
る
こ
の
様
な
（
置
去
に
よ
る
宇
宙
の
）
「
代
現
頻
①
箕
9
，
。
。
o
⇔
葺
江
。
⇔
」
（
。
㌘
。
罫
）
は
、

一
切
の
可
能
的
な
る
も
の
を
難
平
的
に
現
面
的
た
ら
し
め
る
想
像
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
外
界
と
は
、
い
わ
ば
「
融
秘
の
状
態

へ
高
め
ら
れ
て
い
る
内
界
」
（
o
℃
．
6
霊
）
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
「
感
魔
に
よ
っ
て
知
魔
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
…
…
想
像
力
」
（
o
や
∩
鉾
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ス
の
ヴ
ア
　
レ
　
デ
ル
の
シ
ヤ
イ
ン

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
想
像
力
の
二
種
の
産
物
た
る
鹸
　
實
と
假
　
象
と
が
、
同
一
的
で
あ
る
（
最
費
は
假
象
の
形
式
で
あ
り
、
假

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ゲ
ル

象
は
翼
實
の
形
式
で
あ
る
）
」
（
◎
や
9
峠
・
）
爲
に
は
、
高
い
意
味
に
於
い
て
、
「
生
産
的
想
像
力
の
規
則
は
、
直
接
的
法
則
（
意
識
）
と
骨
接

　
　
　
　
ウ
ン
レ
ユ
ゲ
ル

的
法
則
（
無
法
則
）
と
の
綜
合
」
（
。
℃
・
。
ぎ
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
浪
漫
主
義
に
於
け
る
想
像
力
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
。

ド
ラ
ン
グ
的
な
奔
放
性
に
霊
き
る
こ
と
な
き
、
入
間
諸
能
力
の
統
一
老
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
岡
時
に
、
更
に
カ
ン
ト
に
み
ら
れ
る
如
き
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

自
然
と
道
徳
と
の
反
省
的
統
一
と
し
て
の
、
美
的
含
躇
的
性
の
能
力
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
す
で
に
観
た
如
く
、
カ
ン

ト
に
於
け
る
美
的
な
る
も
の
の
産
出
性
の
源
泉
は
、
構
想
力
の
無
限
的
創
造
性
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
主
観
と
客
観
、
藝
術
と
自
然
と
の

相
封
的
封
立
が
存
す
る
限
り
、
構
想
力
の
自
由
性
も
ま
た
、
自
然
よ
り
の
遊
離
を
慮
れ
得
な
か
っ
た
。
從
っ
て
構
想
力
が
轟
に
存
在
一
般

と
一
致
し
得
る
爲
に
は
、
も
は
や
カ
ン
ト
的
二
尭
論
を
超
え
て
、
能
産
的
自
然
の
創
造
そ
の
も
の
を
以
っ
て
藝
術
と
解
す
る
如
き
、
絶
封

的
劇
造
説
（
霞
然
模
倣
読
と
毒
魚
忍
言
造
説
と
の
綜
合
）
に
、
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
勲
閥
の
根
源
的
細
造
性
は
、
岡

時
に
彼
の
倣
わ
ん
と
努
め
る
⇔
碧
げ
。
浮
欝
能
産
的
自
然
の
根
源
的
麟
器
性
に
合
致
す
る
意
味
に
於
い
て
、
創
造
的
想
像
力
（
構
想
力
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ア
ン
ク
ジ
く

は
、
ノ
エ
シ
ス
的
自
然
の
根
源
的
創
造
力
そ
の
も
の
の
顯
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
「
想
　
像
は
、
如
何
に
大
謄
な
飛
翔
を
途

げ
て
も
、
決
し
て
自
然
外
的
簿
¢
蒼
き
讐
簿
一
8
び
と
は
な
り
得
な
い
（
た
と
え
超
自
然
的
口
ぴ
。
讐
ρ
蕪
島
9
と
は
な
り
得
る
に
せ
よ
）
」

（
≦
．
ω
9
冨
σ
q
良
”
＜
◎
膏
。
・
彗
σ
q
。
旨
暮
臼
ω
。
ま
国
μ
。
膝
§
無
巽
煽
●
囚
§
ω
什
．
冨
．
〈
．
窯
写
。
暢
●
ゆ
仙
●
H
．
も
。
．
一
8
）
と
い
う
べ
く
、
「
無
規
則
の
規
則
」
と

し
て
の
想
像
力
は
、
夢
と
現
賢
と
の
間
を
揺
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
虚
構
と
眞
實
と
を
綜
合
し
得
る
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
想
像
力
に
よ

る
「
知
的
直
観
の
中
に
こ
そ
、
人
生
の
鍵
が
あ
る
」
（
匿
。
〈
跳
。
・
”
欝
．
㊤
σ
q
欝
。
蝕
。
曾
）
の
で
あ
っ
て
、
猫
逸
浪
漫
主
義
は
、
か
か
る
想
像
力
を
中

　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

心
と
せ
る
「
新
し
い
主
覆
主
義
」
と
し
て
把
捉
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
か
し
、
想
像
力
が
如
何
に
反
省
的
知
性
的
性
格
を
具
有
す
る

と
は
い
え
、
浪
漫
主
義
者
が
純
粋
な
る
感
情
に
全
幅
の
信
頼
を
お
く
以
上
、
も
し
も
彼
等
が
感
情
を
理
解
せ
ん
と
し
、
或
い
は
感
情
自
騰

が
生
活
的
で
あ
ら
ん
と
欲
す
る
場
合
に
は
、
も
は
や
感
構
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
る
に
至
る
意
味
に
於
い
て
、
所
詮
彼
等
（
殊
に
後
期
浪
漫

主
義
者
）
は
、
感
情
へ
の
沈
潜
も
し
く
は
惑
溺
に
至
る
べ
き
蓮
命
を
ば
発
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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